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演説を勧めるの説
　　さくら銀行相談役
学校法人東京医科大学顧問
神　　谷　　健　　一
　4月号の「新潮45」にフランス人の女性ジャーナリスト，コリーヌ・プレさんが“日本の政治家
は安物の男”ばかりという評論の中で，「日本の政治家には何事も討論しないという悪習があり，
歴史の流れの中で今の日本を直視するインテリジェンスが欠如している」と痛烈な指摘をしていま
す．
　もっとも，今回の政治改革法案をめぐる国会の審議を見ていると，原稿の棒読みもなく，居眠り
も少なく，質問者と与野党の答弁者がやり合っており，「討論する国会」が出現したと新聞でも持
ち上げています．しかし，国会で討論するのは当り前のことです．たまたま今の議論の対象は自分
たちの首がかかっている政治改革法案であり，いくら怠慢な国会議員でもこれでは真剣にならざる
を得ないのでしょう．
　日本には元来演説という習慣がなかったのです．江戸時代，3人以上が寄合いをして政治上のこ
とを談合すると，これは徒党を組んだといわれ処罰されてもしかたがなかった程であります．
　慶鷹義塾の創設者福沢先生は，明治の始め頃，名著「学問のすすめ」の中で，「演説を勧めるの
説」という文章を書いておられますが，これからの日本に西洋流の民権，人権をどうやって取り入
れていくのか，日本を民主主義社会に変えて行くためにはどうしたら良いのか，大衆を啓蒙するた
めには書籍を出版し，読んで貰うだけでは不十分である．口頭で自分の考え方を述べ，大衆の理解
を得るようにしなければならない．即ち，演説と討論が必要であると強調されました．
　先生は三田の山に演説館を作り，みんなが演説の練習をしました．その演説館で育った人で，明
治・大正時代の議会をリードした人が犬養毅，尾崎朝堂を初め数多くあります．ですから，政治に
おける民主化の柱はこの演説であります．西洋においてはプルターク英雄伝に雄弁家の代表として
デモステネスとキケロのことが書いてありますから，西洋のスピーチには実に2，000年の歴史があ
りますが，日本では明治の初めから始つた訳です．
　もちろん演説は必ずしも長いのが良いわけではありません．世界で不朽の名演説といわれました
のは，アメリカのゲチスバーグでリンカーンが行ないました有名な「人民の人民による人民のため
の政治」をという演説です．これはたったの3分だったそうですが，未だに不朽の名演説と言われ
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ております．要は内容次第でして，私は日本の政治家が国会の場でわが国の政治，外交，防衛問題
などに真剣な討論を尽すよう切に願っているものの一人です．
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